
2006.10.18-望岳山荘にて-松本深志高校の百三十周年(市民タイムス)
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Mρ
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t

去
る
十
月
七
日、

長野
県
立

松
本
深
志
高
等
学
校
の
創
立
百

三
十
周
年
式
典が
催
さ
れ
た。

私
も
同
窓生
と
し
て
参列
し
た

が、
明治
九
（一
八
七
六）
年 嶺雄

の
開
学
以
来、
日
本の
近
代
教

育
の
展
開
と
と
も
に
歩
ん
で
き

た
歴
史
の
重
み
を
実
感
さ
せ
る

式
典
で
あっ
た。

百三
十
周
年
を
記
念
し
て、

松
中・
深
志
の
自
治
の
精
神
を

体
現
し
て
き
た
宮
治
寮
「
尚志

社」
の
跡
地
に
同
窓
会が
建
設

し
た
深

志教育会館
も、
そ
の

展
示
と
と
も
に
印
象
深
く、
式

接山
議
苅
甲
子
男
同慰会
長

の
挨
拶
は、
母
校
愛
に
溢
れ
る

も
の
で
あ
っ
た。
私
と
同
級

（
深
志
七回
卒）
の
村井
仁・

長野
県
知
事
の
祝
辞
も
と
て
も

よ
かっ
た。
母
校
の
後
輩
の
生

中嶋

徒に
向
かっ
て、
勉
学
と
と
も

に
生
涯
の
糧
と
な
る
友
人
や
教

師
と
の
出
会い
を
発
見
す
る
プ

ロ
セ
ス
と
し
て
の
高
校三
年
間

の
意
味
舟いん一じ明源
稿
を
読
む

こ
と
な
く
誇
々
と
説
い
た
の

到
来に
松
本
深
志
高
校
が
率
先

し
て
備
え
て
ほ
し
い
こ
と
で
あ

る。
わ
が
母校
は、

信州
の
各

界
に
多
大
な
影
響
を
与
走
る
と

と
も
に、
近
代
日
本
と
戦
後
日

本
社
会
の
発
展
に
も
大
き
く
貢

松
本
深
志
高
校
の
百
三
十
周
年

さすが
は
流
石
で
あっ
た。
こ
う
し
て

母
校
の
節
目
の
式
典
は
盛
大
か

っ
成
功
裡
に
終
わ
っ
た
が、
あ

え
て
注
文
を
つ
け
る
と
す
れ

ば、
二
十一
世
紀
の
グロ
ーバ

ル
化
と
高
度
知
的
基
盤
社
会
の

献
し
た
と
言
え
よ
う。
だ
と
す

川抑制
演
壇
の
正
面
に
あ
っ
た

蝿
蛤
の
校
章
の
両
脇
に
は、
県

旗
と
国
旗が
あっ
て
も
よ
かっ

た
の
で
は
な
か
ろ
う
か。

今
月
は
深
志
高
校
百三
十
周

年
の
記
念
行
事が
多
彩に
展
開

さ
れ
る
と
聞
い
て
い
る。
探
志

高
校
音
楽
部
は
そ
の
歴
史
も
水

準
も
高
校
生
レベ
ル
と
し
て
は

際
立
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る

が、
音
楽
部
現
役
生
と
と
も
に

O
B、
O
G
が
多

数費
す
る

「
志
音
会」
の
記
念
演
奏
会が

来
る
＋
月二
十三
日
午
後一
時

か
ら
松

杢豆自
楽
文
化
ホ
l
ル

（
島
内）
で
催
さ
れ
る。
合
唱
団

と
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
で
総
勢二
百

人
前
後
が
出
演
す
る
モ
ー
ツァ

ル
ト
の
「
戴
冠
ミ
サ」
が
主
な

プロ
グ
ラ
ム
で、
総

指揮者
は

桐
朋
出
身
で
京
都
市
立
芸
術大

学の
増
井
信貴
教
授
で
あ
る。

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
方
は
才
能
教

育
研
究
会
指
導
者
で

松本室
内

合
奏
団
な
ど
を
率
い
る
バ
イ
オ

リ
ン
の
名
手・
牛
山
正
博
君（
深

志
二
十三
回
卒）
をコ
ン
サ
ー

トマ
ス
タ
ー
に、
過
去一
年
間

練
習
に
励
み、
私
も
多
忙
な
日

程
を
縫っ
て
第一
バ
イ
オ
り
ン

の
パ
ー
ト
に
秋
田
か
ら
時々
参

加
し
た。
当
日
も
な
ん
と
か
出

ら
れ
れ
ば
と
思っ
て
い
るい多

く
の
市
民
の
皆
さ
ん
に
も
是
非

聴
き
に
来
て
い
た
だ
き
た
い。

（国際教養大学学長川松本

市
出
身）


